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Diagnosis
，
　Treatment　and 　Management 　of　Gynecologic 　Diseases

1 ． 女性生殖器 の 解剖
Anatomy 　of 　Female 　Genital　Organs

■女性 の 生殖器 は ， 外性器（外 陰）と内性器 （腟 ， 子 宮 ， 卵管 ， 卵 巣）か ら構成

され る．

　 1　 外陰く 図 E−1−1＞

　女性の 外陰 は，恥丘．大陰唇 ，小陰唇 ，陰核，腟前庭 前庭 球 バル トリン 腺，会陰 ，

等 からな る．恥丘は恥骨結合前方 の軟部組織 で，思春期以 降に陰毛を認 める ．女性 の陰毛

形態は逆三 角形だが，ア ン ドロ ゲン産生 が亢進 して い る と男性型の菱形になる ．大陰唇 は

恥丘 から会陰 にかけて 存在する 皮膚の ヒダで男性の 陰嚢に相当する．左 右の大陰唇 は前 後

で癒合 し，前陰唇交連，後陰唇交連 と呼ぶ．小陰唇 は大陰唇の 内側に位置す る皮膚 の ヒダ

で ，陰毛 は存在 しな い．陰核は男性の 陰茎に相当 し，陰核海綿体の 存在に よ り性的興奮時

に勃 起する ，腟前庭 は陰核と小陰唇に囲 まれた領域 で ，前方に外尿道 □ とス キー
ン腺の 開

ロ 部を含み ，後方 に腟 ロ とパル トリン 腺の 開 ロ部 を含む．腟 ロ には処女膜が あり，腟前庭

と腟の境界 となる．前庭球は腟前庭の 両側皮下 に存在する
一

対の 棒状の 海綿体組織で ，性

的興 奮時に膨 隆する ．バ ル トリン腺は大前庭 腺とも呼 ばれ ，腟前庭の 後部皮下に 位置す る

エ ン ドウ豆 大の腺 で ，男 性の尿道球腺 （カウパ ー腺）に相 当 し，性的興奮時 に粘液 を分泌す

る ．会陰は後陰唇 交連と肛門の 間の部分で ，正中には 会陰縫線を認 め る ．

　 2 　腟く図 E−1−2＞

　腟前庭 と子宮頸部 をつ なぐ管状器官で あ る．子宮頸部へ の 移行部 を円蓋 と呼び，性交時

に は後腟円蓋に精液が貯留 する ．

　腟粘膜は角化を伴わない重 層扁平上皮で ，エ ス トロ ゲ ンの 作用 で 分化が促進され．細胞

内に大量の グ リコ ーゲ ン が蓄積 され る．腟 内の 常 在菌 で あ る乳 酸桿菌 （iactobacillus）は

デーデル ライ ン桿菌とも呼ばれ，グ リコ
ーゲ ン を代謝 して乳酸を生成する こ とに より腟内

を酸性に保ち，他の 細菌の 繁殖を防ぐ と考えられ て い る ，

　 3　子宮く図 E−1−2＞

　 性成熟期女性の 子宮は全長約 7cm （鶏卵大）で ，下方約 1！3 の 子宮頸部，上方約 2／3の 子

宮体部，お よび両者 の移行部で解剖学的内子 宮ロ と組織学的内子宮 ロ の間 に存在す る長 さ

約 0．5cm の 子 宮 峽部 に 区 別され る．子 宮 峽部 は妊娠 末期 に は次 第 に延 長 し，子 宮 下 部

（lower　utermesegment ）を形成す る．子宮体部の頂の 部分を子 宮底部と呼 ぶ．子宮頸部

の
一

部は腟内に突出 し．この 部を子宮腟部と呼ぶ，腟鏡診 で は子宮腟部 とそ の中央に開ロ

す る外子宮 ロを観 察する こ とがで きる ．子宮頸部の 管状 部は子宮頸管 と呼 ばれ，上方 は内

子 宮ロ を通 じて子 宮腔につ なが る．

　 子宮腟部粘膜は角化を伴わない重層扁平上皮で 覆われ，頸管は粘液を分泌 する 円柱上 皮

で 覆 わ れ て い る ．こ れ ら の 移行部 が squamo −columnarjunction （SCJ ）で ，子宮 頸癌 の

好発部位で あ る．性成熟期女性の 多くで SCJ は外子宮 ロ の 外側に翻 して お り，外子 宮 □

の 周囲 はあ たかもびらん状に観察 されるの で子 宮腟部 びらん と称され るが，真の びらんで

はな い ．頸管 から分泌 され る粘液は性周期 によ りその 性状 および量が著し く変化 し，排卵
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（図 E−1−1） 外陰

（図 E−1−2） 腟，子宮

（図 E−1　−3）　卵管，卵巣

期に は量 と牽糸性が増加 して精子の 通過性が

高 ま る ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （図 E−1−4）

　子宮 体部 は孑 宮 内膜 ，筋層 ，漿膜 の3層 か

らな る．子 宮内膜は，腺上皮細胞 と閤質細胞 からな り，筋層に近い基底層 と，表層 の機能

層に区別され，機能層に はラ セ ン状 の走行 を示す ラ セ ン動脈が分布す る．性成熟期女性 に

お い て は ，機能層の 上皮細胞，間質 細胞がとも に 月経周期の 中で著 しい 変化を示 す．増殖

期に は エ ス トロ ゲ ン の 作用で両 細胞 とも に 増殖 し内膜 は厚 くな る．増殖期に はプ ロ ゲ ス テ

ロ ン の 作用 で細胞増殖は停止 し，上 皮細胞 は分泌系 変化，問質細胞は脱落膜化をきたす．

妊娠 が成立 しな ければ月経 とな り機 能層が脱落 する．子宮体部 の筋層は平 滑筋からな り，

妊娠時に は筋細胞の 長さ ・太さ
・
数が著 し く増加する ．子宮漿膜は腹膜の

一
部で ，両側は

子 宮広間 膜に ，前方は膀胱漿膜に 、後方は 直腸漿膜に移行す る ，

　 4　卵管 く 図 E−1−3＞

　子宮底の 左右側か ら卵巣 まで の XSIOcm の 管で ，受精卵を子宮へ 輸送す る．卵巣 に近 い

約 2／3の 部分 が卵管膨大部 で 、外側端 はラ ッ パ状に太 くな り腹腔 に 開 ロ し t そ の周縁 に は
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（図 E−1−5）　血管 ・
リン パ系

卵管采が放射状に広が る．通常，受精は卵管膨大部 で行 われ る．子宮 に近 い 約 ▽3の 部分

が卵管峡部，子宮筋層内の 部分が卵管間質部 と称 され子宮腔に開 ロす る．組 織学 的に は卵

管内膜 筋層，漿膜の 3層か らな り，内膜表面 に は線毛細胞や分泌細胞 が配 列 する ，

　5　卵巣 〈 図 E−1−3＞

　卵巣は母指頭 大で ，卵子を貯蔵 ・排卵 し性ホル モ ンを分泌す る器官 である．組 織学的に

は表層の 皮質 と深部の髄 質か らな り，血管や 神経 が入 る部位を 卵巣門 と呼ぶ ．卵 子を含む

卵胞 は皮質に 存在 し，卵 細胞 とそれを取 り巻 く顆粒膜細胞 と莢膜細胞 からな り，原始卵胞
→

一
次卵胞 → 二 次卵胞→グ ラ

ー
フ 卵胞 と発達 し て 排卵に至 る．排卵後 は黄体が形成され ，

退行変性 して 白体 とな る，卵巣の 表面 は腹膜 か ら 連続す る卵巣表層上皮で 覆われ る、

■女性生殖器 の 支持組織 く 図 E−1−4＞

子宮底前側方か ら発 し子 宮体部を左右 の 前側方 に支持 する の が子 宮 円靱帯 （子 宮 円索）で
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あ り，最 も主 要な子宮の支持組織 は子宮頸部 および腟上部か ら骨盤壁 に至 る筋膜群 で，子

宮側方に 至 る 基靱帯，こ の前方の 膀胱子宮靱帯，この 後方か ら仙骨に至 る仙 骨子 宮靱帯の

3つ に分 けられる，こ れらの靱帯 内には血管 　リンパ 管 神経が走行 し，尿 管が靱帯内を

横切 っ て走 行する，卵巣は，卵巣固有靱帯 ，骨盤漏 斗靱帯 （卵 巣提索 ）および卵 巣閤膜 によ っ

て骨盤壁 に 固定されて い る （図 E−1−3，4）．

■血管 ・リン パ系く 図 E−1−5＞

　卵 巣動 脈は腹部大動脈よ り直接 分岐 し，骨盤漏 斗靱帯 を通 っ て 卵巣 ・
卵管に 至 る．子 宮

動脈 は内腸骨動脈か ら分 岐 し，内子宮 日の高 さから子 宮に入 り上下に分岐す る，この上行

枝は子宮側壁 で卵巣動脈 からの血流 と吻合 す る．内腸骨動脈 は最終的 に臍動 脈索 （側臍靱

帯）となる が こ れ は胎 生期の 臍動脈 の 遺残 で ある ．静脈 系 で は，右側 の卵 巣静脈は直接

下大静脈に流入 し，左側 の 卵巣静 脈は左腎静 脈へ 入る ．子宮 および腟の 周囲 は著 しい静脈

叢を形成 しな がら内腸骨静脈へ 流入す る．

　リン パ 管お よび リン パ 節は血管に沿 っ て存在する ．卵巣 卵管 から発 し卵巣動静脈に 沿 っ

て直接傍大動脈 リンパ 節 に至 る系 と．子宮や腟か ら基靱帯 を経 て ，外腸骨 リンパ節，閉鎖

リンパ 節，内腸骨 リンパ 節，総腸骨 リンパ節 な どの 骨盤 内 リンパ節へ 至 り．その 後傍大動

脈 リンパ 節 に至 る系 の 2系 統があ る． リン パ 系 は悪性腫瘍 の転移経路 と して重要で あ る．

　外陰 および腟下 部へ の 血流は．内腸骨動脈よ り分岐する 内陰部動脈 から，および大腿動

脈 よ り分岐す る外 陰部動脈 から供給 され る ．静脈系で は，外陰前方 は外陰 部静脈 から大伏

在静脈へ ，そ の他 の外陰 は内陰部静脈から内腸骨静脈へ 還流す る．外陰からの リン パ系は

浅鼠径 リンパ 節，深鼠径 リンパ節 を経 て骨盤 内 リンパ節に至 る．

　　　　　　　　　　　　　　　　《参 考文献》

1，小西郁 生，金井　誠．女性性 器 の 解剖 ．臨床 工 ビデ ンス 婦人科 学．佐藤和 雄，藤本

　 征
一

郎 （編 ），東 京 ：メジ カル ビ ュ
ー，2003 ；12− 21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈金井 　　誠う

＊Makoto 　KANAl
串 Shinshu（ノn／verslty　School　of　Health　Science8

Keywords ：Vulva・Vagina ・Uterus・Oviduct ・0 ＞ary

索弓悟吾　外β雲，　目室．　子宮，　bj国管，　 国巣

IIIIIIIIIIIIIIIIIIIII，）Irl1引 目：lIII凹 IlIIlII川 II川 川 IIIIIIIIII．IIIIIIIIIIIIIIIIII川 II川 川 lI川IIIIIIIIIII川川川II．IIIII．II川．lIII 川 lIIII川川II川 川 IIIII川川日川 II川 IIIIIII川 川 IIIIII　／1L 旧IlI．IIIII「川 川 IIIIIIII に川 川 1旧 1「1：凵III田 II川 IIIIII

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


